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エッセイ最優秀賞の紹介

お知らせ

玉黄金

３月号の主な内容たくさんの思い出を胸に卒業

　３月１２日は町内の中学校（卒業生６３名）、

２４日は小学校（同５５名）で卒業式があり

ました。児童生徒たちは、恩師や保護者、地

域に感謝しながら、苦楽を共にした仲間と慣

れ親しんだ学び舎に別れを告げました。
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ま
ち
の
話
題

毎日見守り「いってらっしゃい」

　児童と一緒に登校３年　　川内集落の白畑さん
2/24

（火）

陸上自衛隊と絆を深める　秋名１号線工事完成
2/16

（月）

　豪雨災害で通行ができなくなっていた町道秋名１号線は、陸上自衛隊に応急補修工事を委託して
いましたが、平成27年２月末をもって終了しました。この日は役場で完成引き渡し式がありました。

　 工 事 に あ た っ た の
は、陸自第５施設団第
２施設群（福岡・飯塚
駐屯地）の一行。平成
26 年 11 月 10 日 か ら
３カ月以上かけて、災
害復旧訓練を兼ねて補
修を行いました。
　また、滞在中は防災
訓練等にも協力してい
ただき、多くの町民と
ふれあい絆を深めまし
た。（写真は 20 日撮影）

　「子どもたちの安全を守りたい」‐。川内集落の白畑照子さん（74）はほぼ毎朝、大勝小
学校に通学する児童たちに寄り
添い、一緒に登校しています。
約３年間継続して行っているボ
ランティア活動に対して、奄美
警察署から、地域安全への貢献
を称える感謝状が贈られました。
　川内集落では平成 22~23 年の
豪雨災害以後、復旧工事のため
大型車両が頻繁に行き来するよ
うになりました。同集落からは
小学生が徒歩で通学しており、
白畑さんは「少しでも歩行者が
目立つように」と、平成 24 年４月から一緒に登校を始めました。
　大勝小学校までは徒歩 15 分程度。通学中は児童たちの輪に入り、友達や家族の話題、学
校で楽しかったことなどを話しながら歩いています。白畑さんは「楽しい時間を過ごし、逆
に元気をもらっています。体が動く限りは続けていきたいです」と話し、子どもたちの安全
と成長を見守っています。
　白畑さんはこのほか、毎晩の「火の用心」活動でも高齢者への声かけなどを行っています。
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２/20

（金）

　高齢者が安心して生活できる地域社会の形成を目指す龍郷町は、町内民間業者と高齢者の見守
りに関する協定について調印を結びました。今後、お互いの連携を深めながら官民一体となった
よりよい見守り体制の構築に努めていきます。
　この日は、龍郷町地域包括支援センター（保健福祉課）をはじめ、民間業者 17 社の代表が出席。
役場内で「龍郷町民間業者等
による高齢者見守りに関する
協定調印式」を開きました。
　はじめに、民間業者を代表
して大勝郵便局の重原幸和局
長と、徳田康光町長が協定書に
署名。その後、徳田町長が全
事業所の代表者に協定書を交
付し、見守り体制の充実に向
けて意思の疎通を図りました。
　重原局長は代表あいさつで

「17 事業所を中心に見守りの
輪を広げていきましょう」と
決意。各事業所は通常業務の範囲内で、高齢者などの見守りや異変に気付いた際の連絡など、緊
急事態に適切かつ速やかに対応する仕組みの構築に向けて連携の強化を図っていきます。
　協定を締結した事業所は以下のとおりです。（順不同）
　大島石油、秋名郵便局、竜郷郵便局、大勝郵便局、赤尾木郵便局、奄美信用組合竜郷支店、奄
美大島信用金庫、九州電力奄美営業所、奄美新聞社、南海日日新聞社龍郷第１販売所、南海日日
新聞社龍郷第２販売所、あまみ農協龍郷支所、奄美ガス、文化清掃社、吉田商事、南海ガス、大
洋産業

安心して暮らし続けられる 「たつごう」 を
町内１７事業所と高齢者等見守りに関する協定を調印

龍郷町と民間事業者等による高齢者等見守りに関する実施フロー
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妊
娠
五
カ
月
に
入
っ
た
。
人
に
言

う
の
は
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
お
な

か
に
い
る
初
め
て
の
わ
が
子
を
、
私

は
こ
っ
そ
り
「
つ
む
ぎ
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ん
で
い
る
。

　

妊
娠
が
分
か
っ
て
か
ら
、
数
週
間

に
一
度
の
健
診
で
、
胎
児
の
様
子
を

エ
コ
ー
で
見
て
い
る
。
そ
れ
が
毎
回

楽
し
み
で
仕
方
な
く
、
初
め
て
目
で

確
認
で
き
た
時
に
は
た
っ
た
５
ミ
リ

だ
っ
た
小
さ
な
影
が
、
少
し
ず
つ
、

少
し
ず
つ
、
生
ま
れ
る
準
備
を
し
て

い
る
姿
を
み
て
、
こ
の
小
さ
く
て
、

壮
大
な
作
業
に
名
前
を
つ
け
た
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
と
き
頭
に
思
い
浮
か
ん
だ
の

が
、
大
島
紬
の
織
り
子
の
女
性
の
指

先
だ
っ
た
。

　

私
が
初
め
て
大
島
紬
に
触
れ
た
の

は
、
去
年
の
春
。
結
婚
前
の
夫
と
、

奄
美
大
島
に
あ
る
彼
の
実
家
に
挨

拶
に
行
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
私
は
奄

美
に
来
た

ら
、
絶
対

に
大
島
紬

が
見
た
い

と
思
っ
て

い
た
。
理

由
は
、
昔

見
た
彼
の

成
人
式
の

写
真
で
あ

る
。
彼
は
写
真
の
中
で
、
大
島
紬
を

着
て
い
た
。

　

私
は
福
岡
出
身
で
、
博
多
織
や
久

留
米
絣
な
ど
、
誇
れ
る
伝
統
品
は
あ

る
も
の
の
、
実
際
に
身
に
つ
け
る
若

者
は
、
私
を
含
め
て
周
り
に
い
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
奄
美
で
育
っ
た

彼
が
、
人
生
の
節
目
に
大
島
紬
を
身

に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
う
ら
や
ま
し

く
、
私
も
そ
の
文
化
に
触
れ
て
み
た

い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
日
、
大
島
紬
村
に
連
れ
て
行
っ

　龍郷町は、平成２７年 2 月に町制施行 40 

周年を迎えました。節目の年の記念事業とし

て「たつごうエッセイコンテスト」を開催し、

入賞２０作品を選定しました。本ぺージでは、一般の部と学生の部の最優秀賞に輝い

た２作品を紹介します。（受賞者敬称略）

大
島
紬
を
着
せ
ら
れ
る
日

東
京
都
板
橋
区
　
村
田
　
有
花
（
29
）

て
も
ら
っ
た
。
手
織
り
の
作
業
の
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
私
は
、
織
り

に
入
る
ま
で
の
工
程
に
驚
い
た
。
細

か
な
工
程
は
説
明
で
き
な
い
が
、
締

機
と
い
う
機
材
で
糸
に
絣
柄
を
つ

け
、
泥
染
め
し
、
そ
れ
を
ほ
ど
い
て
、

や
っ
と
織
り
上
げ
る
。
そ
れ
で
、
あ

の
緻
密
な
柄
を
作
り
あ
げ
る
の
だ
。

織
り
の
作
業
で
は
、
織
り
子
の
女
性

の
指
が
糸
を
し
ご
き
、
消
え
そ
う
に

小
さ
な
点
と
点
を
合
わ
せ
、
少
し
ず

つ
、
少
し
ず
つ
、
紬
が
織
り
上
が
っ

て
い
く
。
そ
の
手
元
の
し
な
や
か
さ

は
、
本
当
に
美
し
い
。

　

織
り
上
が
っ
た
大
島
紬
の
黒
は
、

し
っ
と
り
と
光
る
よ
う
な
黒
。
触
れ

て
み
る
と
意
外
な
ほ
ど
な
め
ら
か

で
、
柔
ら
か
い
。

　

私
の
お
な
か
の
中
で
行
わ
れ
て
い

る
、
小
さ
く
て
壮
大
で
偉
大
な
作
業

は
、
ど
ん
な
命
を
紡
い
で
い
る
だ
ろ

う
。
こ
の
子
に
、
大
島
紬
を
着
せ
ら

れ
る
日
が
、
待
ち
遠
し
い
。

一
般
の
部

最
優
秀
賞
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ぼ
く
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
つ
む

ぎ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
売
り
物
の
つ

む
ぎ
を
作
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
自

分
の
分
を
作
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

つ
む
ぎ
は
と
て
も
高
価
な
物
だ
そ
う

で
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
つ
む
ぎ
の
が

ら
は
「
龍
郷
が
ら
」
と
言
う
そ
う
で

す
。

　

ぼ
く
が
つ
む
ぎ
作
り
を
見
て
い
て

一
番
好
き
な
も
の
は
、
は
た
を
織
る

音
で
す
。

「
か
た
ん
、
こ
と
ん
。
」

と
い
う
の
が
い
い
で
す
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
つ
む
ぎ
作
り
で
む
ず
か
し
い
こ

と
を
聞
い
た
ら
、

「
何
で
も
む
ず
か
し
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
見
て
い

て
も
何
が
何
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
ま
ち
が
え
た
ら
最
初

か
ら
作
り
直
し
て
い
た
の
で
、
め
ん

ど
う
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、

「
目
が
悪
く
な
っ
た
の
は
、
つ
む
ぎ

織
り
を
毎
日
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の

前
は
、
ま
さ
き
お
じ
に
ネ
ク
タ
イ
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
け
っ
こ
う
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ
っ
と
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
つ
む

ぎ
で
作
っ
た
物
は
軽
く

て
温
か
い
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
今
ま
で
つ
む

ぎ
は
か
っ
こ
い
い
だ
け

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

軽
く
て
温
か
い
と
は
初

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
つ
む
ぎ

龍
郷
町
幾
里
　
中
村
　
光
希
（
11
）

め
て
知
り
ま
し
た
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
、

「
昔
の
人
は
、
感
心
だ
よ
ね
え
。」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
つ
む

ぎ
の
糸
を
デ
イ
ゴ
の
汁
で
赤
く
そ
め

て
、
ま
た
田
ん
ぼ
み
た
い
な
所
で
黒

く
そ
め
て
い
た
と
テ
レ
ビ
で
言
っ
て

い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
昔
で
も
そ
ん

な
に
技
術
が
発
達
し
て
い
て
す
ご
い

な
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
実
は
、
わ
け

が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
ゴ
の
木
で
赤
く
そ
め
た
と
こ

ろ
で
、お
役
人
が
取
り
上
げ
た
の
で
、

村
の
人
が
田
ん
ぼ
に
か
く
し
て
お
い

た
と
こ
ろ
、
黒
く
そ
ま
っ
た
こ
と
が

始
ま
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
、

　

昔
の
人
が
大
切
に
し
て
き
た
つ
む

ぎ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
大
変
だ
け
れ

ど
も
、
一
生
け
ん
め
い
作
っ
て
い
る

つ
む
ぎ
。ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
て
も
、

ず
っ
と
奄
美
大
島
の
く
ら
し
の
中
に

つ
む
ぎ
が
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。

　龍郷町は、入賞された全２０作品を綴った「た

つごうエッセイコンテスト入賞作品集　Ｎｏ１」

を発行し、１冊２００円で販売しています。取り

扱い窓口は総務企画課となります。

【お問い合わせ先】龍郷町役場総務企画課

☎６９－４５１２　　ＦＡＸ６２－２５３５

メール　koho@town.tatsugo.lg.jp 

作品集の販売をはじめました！

学
生
の
部

最
優
秀
賞
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　「介護保険制度」は、高齢者が介護が必要になった場合に住み慣れた地域で自立した生活を送
ることができるよう、社会全体で支え合う仕組みです。
　40 歳以上の方は被保険者として介護保険に加入し、介護保険料を医療保険とあわせて毎月支
払います。この保険料は、介護保険サービスを運営していくための必要な財源となります。
　65 歳になり、要介護認定において介護が必要と認定された場合、サービスを受けることがで
きます。（40 歳～ 64 歳までの方は、対象特定疾病により介護が必要と認定された場合に限ります） 
【平成 27年 4月からの主な変更点】

①被保険者の皆様の給付費の動向などを踏まえ、3 年ごとに保険料の見直しをすることになって
おり、平成 27 ～ 29 年度における 65 歳以上の方の介護保険料は、所得水準に応じてきめ細や
かな保険料設定を行うため、現行の 6 段階から 9 段階に見直します。

②特別養護老人ホームの新規入所は、原則要介護 3 以上の方に限定されます。

【平成 27年 8月からの主な変更点】
①一定以上所得がある方のサービス負担割合が 2 割になります。
②高額介護サービス費に新しい所得区分と限度額が設定されます。
③低所得者の方への施設入所等の居住費・食費の軽減について、支給基準が変わります。

４月から介護保険制度が変わります

お問い合わせ先
龍郷町役場町民税務課　☎ 69-4513
　　　　　保健福祉課　☎ 69-4514
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お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

龍
郷
町
役
場
総
務
企
画
課
で
は
、
平
成

27
年
度
の
交
通
災
害
共
済
加
入
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
身
近
な
事
故
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
、
幅
広
い
交
通
災
害
の
保

障
で
す
。
自
動
車
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
自

転
車
や
バ
イ
ク
等
に
よ
る
道
路
を
通
行
中

の
け
が
な
ど
、
交
通
機
関
に
か
か
わ
る
身

近
な
事
故
を
幅
広
く
保
障
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
年

齢
・
健
康
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
家
族
そ

ろ
っ
て
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

掛
金
は
年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

１
人
５
０
０
円
で
す
。
世
帯
で
の
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。

　

詳

し

く

は

総

務

企

画

課

☎
69
‐

４
５
１
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
（
派
遣
相
談
）

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

･

９
日
（
木
）
正
込　

健
一
朗　

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
４
時
半
）

･

16
日
（
木
）
鈴
木　

穂
人　

弁
護
士

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）

･

23
日
（
木
）　

堂
薗　

広　

弁
護
士

（
午
前
11
～
12
時
、
午
後
１
時
～
３
時
半
）

◇
一
人
30
分
で
す
。
（
事
前
に
相
談
内
容

を
ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。
同
じ

人
が
続
け
て
申
し
込
み
さ
れ
る
こ
と
は
ご

遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
15 

分

交
通
災
害
共
済
加
入
を
受
付

　

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　

奄
美
法
律
セ
ン
タ
ー

※容量・小売価格は変更ありません。

●大島地区衛生組合（名瀬クリーンセンター）

℡　53-2969・52-9766

名瀬クリーンセンターからごみ袋についてお知らせ

 

ここは結ばないでください！ 

収集で持ちやすいように、 

ついています。 

 

袋の入口は、 

二か所結んでください 

　平成２７年度製作のごみ袋の形が

少し変わり、切り取りやすくなりま

した！

　また、クリーンセンターでは、火災や爆発の原因となる充電式電池（小型二次電池）の

受け入れを中止しました。今後、充電式電池のリサイクル回収は、龍郷町役場生活環境課、

またはお近くの電気店などへ直接お持込みください。

　※充電式電池（小型二次電池）とは、使い切りの電池とは違って、充電して繰り返し使

えるのが特徴です。携帯電話やコードレス電話、ノートパソコンなどに使われています。
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平成２７年度龍郷町堆肥助成金交付の申請手続きについて
　平成２７年度も堆肥の助成をいたしますので、希望される方は役場産業振興課窓口で申請して
ください。（印鑑持参）

１　申込開始　　平成２７年４月１日から
２　対象農家　　・認定農家、担い手農家並びに農協部会に加入している農家
　　　　　　　　・前年度の町税、使用料などを完納されている農家
　　　　　　　　・町内に住所を有している農家
３　助成額　　各堆肥２，０００円（500kg ～ 1 ｔ当たり）
４　堆肥購入比較（円）　

　※ご注文の内容については、各堆肥購入先へお問い合わせください。
あまみ農協龍郷支所　　　　　☏６２－３０００
奄美市有機農業支援センター　☏５６－１２２２
堆肥販売許可農家（久野畜産）☏６２－２８２３

５  そ の 他　・奄美市有機農業支援センターで購入する場合は、現金払いを原則とします。
　　　　　　 ・購入予定の堆肥数は１年間有効となります。
※申請後に審査を行い決定を通知いたしますので予めご了承下さい。

　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】龍郷町役場産業振興課まで　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎６９－４５２４（直通）

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
近
づ
い
て
い

ま
す
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電

線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力

ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

最
寄
り
の
九
州
電
力

　

奄
美
営
業
所

　
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

８
０
８

感
電
事
故
に
要
注
意
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・
西
田
吉
信
さ
ん
（
故
西
田
ス
ミ
エ
さ
ん

の
子
）
か
ら
、
秋
名
集
落
、
秋
名
老
人
ク

ラ
ブ
稲
葉
会
へ
。

・
安
木
屋
場
の
廣
サ
ヱ
子
さ
ん
（
故
窪
田
カ

ズ
エ
さ
ん
の
子
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

・
中
戸
口
の
中
村
勝
盛
さ
ん
（
故
中
村
武
子

さ
ん
の
夫
）
か
ら
上
戸
口
集
落
、
中
戸
口

集
落
、
下
戸
口
集
落
へ
。

・
奄
美
市
名
瀬
の
里
和
子
さ
ん
（
故
里
山

ア
キ
ヱ
さ
ん
の
子
）
か
ら
赤
尾
木
老
人
ク

ラ
ブ
へ
。

・
東
京
都
の
長
谷
場
勝
郎
さ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
２
月
届
出
】

則
岡
　
蓮れん

   

澤    

菜な
な
こ

々
子

横
山
　
よ
う

   

西    

あ
ん
り

岩
崎
　
桃もも
か華

松
田
　
雅まさ
ゆ
き幸

松
田
　
紘ひろ
ゆ
き幸

瀬
留

手
広

大
勝

瀬
留

中
勝

手
広

手
広

保
護
者
名

博
之

祥
平

栄
二
郎

智
己

智
寛

維維

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
２
月
届
出
】

  

登     

隆
明

杉
浦
　
直
治

若
林
　
義
典

  

照     

ヨ
シ

  

渡     

チ
ヱ

中
村
　
武
子

山
下
　
オ
ヨ
子

（
50
）

（
88
）

（
86
）

（
92
）

（
88
）

（
76
）

（
91
） 嘉

渡
浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木

中
戸
口

浦
（
愛
寿
園
）

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
２
月
届
出
】

・
赤
尾
木
の
渡
武
弘
さ
ん

　
　
　
　（
故
渡
チ
ヱ
さ
ん
の
子
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

龍郷町の人口
平成 27 年２月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,960

6,067
　
2,946

3,121

　+1
　
   +8

　+4

　+4

広 

報 

送 

付 

お 

礼
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

３（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～  どぅくさぁや館
６（月） 小中学校入学式 各学校
９（木） 歯科健診 13：00 ～

どぅくさぁや館

10（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
17（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
23（木） 乳児健診 12：30 ～
24（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
28（火） おなかスッキリ運動教室 19：30 ～

４月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

おなかスッキリ運動教室
　龍郷町では、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）や生活習慣病の予防・解
消等を目的に、月１回〝運動〟と〝正しい
食生活〟を習慣づけるために上記教室を開
催しています。午後７時半～午後９時10分

保健福祉課☎６９－４５１４
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玉黄金

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

３
月
生
ま
れ

くぼた　はるひ　　  　  

Ｈ 26.3.15　生

父 映仁 / 母 智子　嘉渡

窪田 陽飛 くん

おぐら　りくと　 　　

Ｈ 26.3.21　生

父 寿彦 / 母 真代　芦徳

小倉 陸翔 くん

なかえ　 か ほ　 　　　　

Ｈ 26.3.14　生

父 亮太 / 母 友子　赤尾木

中江 佳帆 ちゃん

と
冷
た
い
目
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
う
ち

一
緒
に
イ
ノ
シ
シ
狩
り

や
魚
釣
り
、
相
撲
を
取
っ

た
り
、
子
ど
も
た
ち
に

読
み
書
き
を
教
え
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
み

ん
な
か
ら

「
先
生
」　

と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

※
阿
丹
崎
（
あ
た
ん
ざ
き
）
西
郷
隆
盛
上
陸
の
地
。
龍

郷
湾
に
沿
っ
て
北
上
、
湾
が
一
番
狭
く
な
っ
た
所
。
近
く

に
町
指
定
文
化
財
記
念
物
・
西
郷
松
碑
文
が
あ
り
ま
す
。

　

碑
文　
１
８
５
９
年
正
月
、
こ
の
松
の
木
に
と
も
綱

を
結
び
つ
け
た
薩
摩
藩
の
黒
糖
積
船
「
福
徳
丸
」
か
ら
巨

大
な
人
物
が
船
員
達
に
手
伝
わ
れ
て
上
陸
し
た
。

　

こ
の
人
が
菊
池
源
吾
と
変
名
し
た
西
郷
南
洲
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
村
人
達
は
こ
の
松
を
西
郷
松
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

志
～
西
郷
南
州
翁
の
足
跡
～

③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
塾
・
西
郷
塾　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口　

広
人　

絵

③
そ
ん
な
あ
る
日
、
阿
丹
﨑
（
※
）
に
薩
摩
か
ら
一
艘

の
舟
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
く
の
人
達
が
見
物
し
て
い
る
と
、
一
人
の
大
男
が

降
り
て
来
ま
し
た
。
体
ば
か
り
で
な
く
、
目
も
ぎ
ろ
っ

と
し
た
い
か
に
も
怖
そ
う
な
人
で
し
た
。

　
こ
の
人
こ
そ
が
後
で
日
本
を
変
え
る
た
め
に
活
躍
し

た
西
郷
隆
盛
だ
っ
た
の
で
す
。
西
郷
は
、
薩
摩
の
殿
様

の
命
令
で
し
ば
ら
く
の
間
、
龍
郷
に
身
を
隠
す
た
め
に

や
っ
て
き
た
の
で
し
た
。
　

　
奄
美
で
は
菊
池
源
吾
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　
島
に
来
て
し
ば
ら
く
は

「
チ
ェ
ス
ト
、
チ
ェ
ス
ト
」

と
叫
び
な
が
ら
庭
で
木
刀
を
振
り
回
し
た
り
、
大
き
な

木
や
家
の
柱
に
布
団
を
巻
き
付
け
　
　

「
エ
イ
ヤ
、
エ
イ
ヤ
」

と
独
り
相
撲
を
と
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
源
吾
を
村
の
人
た
ち
は
、

「
あ
れ
は
大
和
の
フ
ル
ム
ン
だ
」

「
近
づ
い
た
ら
何
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

「
愛
加
那
物
語
」 

　
創
作
紙
芝
居
「
愛
加
那
物
語
」
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
一
助
に
な
れ
ば

と
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
西
郷
隆
盛
（
南
州
）
の
妻
で
、
龍
郷
町
名
誉
町
民
の
西
郷
菊
次
郎
氏
の
母

で
あ
る
〝
愛
加
那
〟
は
、
苦
難
を
背
負
い
な
が
ら
も
強
く
逞
し
く
生
き
た
女
性
で
し
た
。
そ
の
愛
加
那

を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
ま
す
。


